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コミュニケーションの未来を描く基礎研究

NTTのAI技術 “corevoTM”

近年，“AI（人工知能）” に対する関
心が急速に高まる中で，過度の期待と
醒めた批判とが錯綜しています．しか
しながら少なくとも，AIに関する新
しい発見や技術によって，世の中を動
かす仕掛けが大きく変わろうとしてい
ることは間違いありません．そして，
将来に対する適切な投資を行うために

は，AIを支える技術の根幹とその潜
在的可能性を適確に把握しておくこと
が必要になります．

NTTでは，NTTグループのAI技術
に対して “corevoTM（コレボ）” とい
うブランド名を付けました．さまざま
なプレイヤーとのcollaborationを通じ
て，ともにrevolutionを起こしたいと
いう思いを込めています．“corevoTM”
は人の知性や思考を模倣するものでは

なく，人の活動を支援し，人の能力を
補完，引き出すAI技術であり，社会
課題の克服と産業競争力の強化をめざ
しています．

“corevoTM” を構成するAI関連の要
素技術を開発するにあたり，通信キャ
リアとしての強みを活かした 4 種類
の方向性を以下の 4 つのAIとして位
置付け，それぞれ研究開発に取り組ん
でいます（₁）（図 ₁ ）．コンタクトセンタ
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図 ₁ 　“corevoTM” を構成する ₄ 種のAI

通信からコミュニケーションへ
―データの時代におけるパラダイムの変容

AI（人工知能）技術の進展と期待の中で，通信からコミュニケーション
へのパラダイムシフトが起こりつつあります．こうした中で，NTTが取り
組んでいるAI関連の研究開発戦略を紹介するとともに，NTTコミュニケー
ション科学基礎研究所で現在進みつつある研究を紹介しながらコミュニ
ケーション科学の果たす役割と将来像についても考えます．
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や高齢者支援などで活躍する人間の意
図や感情を理解する「Agent-AI」，ス
ポーツの上達やメンタルウェルネス向
上などを支援し人間らしさの本質にせ
まる「Heart-Touching-AI」，ヘルス
ケアや交通制御などの中核にあり，
IoT（Internet of Things）の頭脳とし
てセンサの知能化を司る「Ambient-
AI」，地球規模の全体最適化など巨大
システムを超分散リアルタイム処理で
支える「Network-AI」の 4 つのAIに
は，それを支えるさまざまな技術群が
あります（図 2 ）．AIとは特定のいく
つかの技術を指すのではなく，人間と
コミュニケーションにかかわるさまざ
まな技術の組合せによって実現される
機能もしくはサービスに対する呼び名

であると考えるべきでしょう．

知能の市場経済性

現在，AI技術が現実的なものとし
て大きな力を持ち始めた背景には，
ビッグデータの収集と活用があること
は間違いありません．医療における希
少事例の発見，解析のようにビッグ
データの収集 ・ 活用が困難な分野もあ
りますし，ビッグデータがなくても力
を発揮するAI技術もあります．しか
し，深層学習（ディープラーニング）
に代表されるようにビッグデータを駆
使することで大きな武器となる技術が
AIの重要な要素となりつつあります．

実世界にある森羅万象（人 ・ もの ・
環境）あらゆるものからデータが取得

され，解読，探索（探究），デザイン（実
装）という情報循環の過程を経て，実
社会にフィードバックされます（2）．人
が書き記した文字，行動，発話，画像，
音声，バイタル，筋活動，脳活動など，
人にかかわるあらゆるデータから知能
のモデル化が行われます．その過程で，
知能がさまざまなかたちで分解，再構
成されて知能の部品化が進み，市場経
済の中で商品として扱われる時代が早
晩到来するに違いありません．このと
き，部品としての知能の生産コストに
は，ビッグデータの収集，解析の費用
が反映してくることになります．
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図 2 　“corevoTM” 構成技術・モジュール群
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化のように音声通信にかかわる研究（₃），
膨大な情報から必要な知識を取り出す
研究（4）など通信と情報の根幹をなす研
究に加え，人間に代わって情報を扱う
機械知能の研究（₅），通信の両側で情報
を発し，受け取る人間の研究（₆），人間
どうしの多様なコミュニケーションに
関する研究（₇），人間を支えるための仕
組みに関する研究（₈）など，人間にかか
わるコミュニケーションの研究も重要
になりつつあります．

こうした広い意味でのAIの研究は，
人間の知能を代替するための技術と，
人間の知能を高めるための技術からな
り，それを進めるための重要な ₃ 要素
が，ビッグデータ，数理基盤，人間科
学になります（図 ₃ ）．技術の背景に
ある数理的な基盤を明らかにすること
で，技術そのものの見通しが良くなり，
潜在的可能性や限界を早い段階で予
測することができます．また，AIが
人間をモデルの ₁ つにしていること
に加え，技術の効能を受け取る側も人
間であるという点において，AI技術
の開発には人間科学の知見も欠かせま
せん．

実用領域に達した音声認識，機械翻
訳から人間の心と身体を読み解くセ
ンシング技術に至るまで，多様なか
たちでAI技術が実生活に入り込んで
くる中で，“コミュニケーション” の
本質について再考すべき時期がきてい
ます．物理学的な時間の流れは変わら
ない，生物としての人間の寿命も大き
くは変わらない，こうした堅固な制約
の中にありながら人間を取り巻く環境

は大きく変貌しています．人と人，人
と機械とのコミュニケーションの本質
について深くそして広く追究し，未来
の設計図を描いていきたいと考えてい
ます．
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NTTコミュニケーション科学基礎研究所
では，未来を支える基礎技術を，1つひとつ
心を込めて育ててまいります．青田買い，
促成栽培，品種改良，試食，熟成，長期保
管も承ります．
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図 ₃ 　AI技術を支える ₃ 要素


